
ソ
ウ
ル
大
学
国
家
未
来
戦
略
院（
以
下
、
戦
略
院
）

は
、
₆
年
に
わ
た
る
試
行
錯
誤
と
研
究
を
経
て
２
０

２
₁
年
末
、
大
学
の
直
属
研
究
機
関
と
し
て
設
立
さ

れ
た
。
第
₈
代
国
連
事
務
総
長
の
潘
基
文（
パ
ン
・

ギ
ム
ン
）氏
に
名
誉
院
長
を
委
嘱
し
、
金
炳
連（
キ

ム
・
ビ
ョ
ン
ヨ
ン
）経
済
学
部
教
授
が
初
代
院
長
を

務
め
て
い
る
。

ソ
ウ
ル
大
学
で
は
、
２
０
₁
₆
年
よ
り
国
家
政
策

フ
ォ
ー
ラ
ム
と
国
家
戦
略
委
員
会
と
い
っ
た
場
を
通

じ
て
、
研
究
者
が
多
く
の
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
国

家
を
巡
る
諸
政
策
を
議
論
し
て
き
た
。
戦
略
院
は
、

こ
の
過
程
で
常
設
研
究
機
関
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ

設
立
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
２
０
２
２
年
２
月
の
開

院
式
以
来
、Philip

S.Goldberg

（
フ
ィ
リ
ッ
プ
・

ゴ
ー
ル
ド
バ
ー
グ
）駐
韓
米
国
大
使
やEdw

in
John

Feulner
（
エ
ド
ウ
ィ
ン
・
フ
ォ
イ
ル
ナ
ー
）米
ヘ
リ

テ
ー
ジ
財
団
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
会
長
な
ど
を
迎

え
、
世
界
の
知
性
と
の
対
談
や
討
論
会
を
行
っ
て
き

た
。現

代
の
国
際
情
勢
は
、
複
合
的
か
つ
急
激
に
変
化

す
る
。
戦
略
院
で
は
、
こ
の
現
実
を
踏
ま
え
多
く
の

異
な
る
分
野
の
研
究
者
が
学
際
研
究
を
進
め
て
い
る
。

韓
国
の
み
な
ら
ず
全
人
類
が
直
面
す
る
あ
ら
ゆ
る
課

題
は
、
相
互
に
深
く
関
連
し
て
お
り
融
合
的
で
複
合

的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
で
あ
る
。
し
か
し
、
既
存

の
学
問
は
、
依
然
と
し
て
細
分
化
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

り
現
状
に
対
応
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
戦
略
院
で
は
、

研
究
領
域
を
次
の
よ
う
な
₆
つ
の
学
際
的
ク
ラ
ス
タ

ー
に
分
け
、
様
々
な
学
問
分
野
の
専
門
家
た
ち
が
共

通
の
テ
ー
マ
を
多
方
面
か
ら
追
究
す
る
仕
組
み
を
作

っ
て
い
る
。

①
「
民
主
主
義
ク
ラ
ス
タ
ー
」
民
主
主
義
の
意
義

と
市
民
の
民
主
主
義
へ
の
参
画
を
研
究

②
「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
ク
ラ
ス
タ
ー
」
感
染
症
が
社

会
全
体
に
及
ぼ
す
影
響
を
総
合
的
に
研
究

ソ
ウ
ル
大
学
国
家
未
来
戦
略
院
副
院
長
・
政
治
外
交
学
部
教
授

孫ソン
仁インジ

ュ柱

国
家
未
来
戦
略
を
創
る
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③
「
科
学
と
技
術
の
未
来
ク
ラ
ス
タ
ー
」技
術
主
権

の
持
続
的
な
拡
散
と
科
学
人
材
の
養
成
を
研
究

④
「
経
済
安
全
保
障
ク
ラ
ス
タ
ー
」
経
済
安
全
保

障
指
数
を
開
発

⑤
「
人
口
ク
ラ
ス
タ
ー
」
少
子
高
齢
化
、
人
口
減

少
へ
の
対
策
を
構
築

⑥
「
グ
ロ
ー
バ
ル
韓
国
ク
ラ
ス
タ
ー
」
米
中
対
立

を
軸
に
国
際
社
会
に
お
け
る
韓
国
の
戦
略
を
研

究
戦
略
院
で
は
研
究
の
独
立
性
の
た
め
、
政
府
や
地

方
自
治
体
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
一
切
請
け
負

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、
国
家
的
な

要
請
と
学
内
の
判
断
が
一
致
し
て
発
足
し
た
「
経
済

安
全
保
障
ク
ラ
ス
タ
ー
」
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

現
在
は
国
際
秩
序
が
揺
れ
動
き
、
経
済
が
武
器
と
も

な
り
得
る
時
代
で
あ
り
、
経
済
と
安
全
保
障
が
融
合

し
て
い
る
時
代
で
あ
る
。
こ
の
「
経
済
安
全
保
障
ク

ラ
ス
タ
ー
」
は
、
デ
ー
タ
分
析
で
リ
ス
ク
を
最
小
化

す
る
定
量
分
析
チ
ー
ム
と
、
韓
国
外
務
省
出
身
者
が

外
交
政
策
を
推
進
す
る
過
程
で
獲
得
し
た
知
識
を
資

料
化
す
る
定
性
分
析
チ
ー
ム
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
経
済
安
全
保
障
の
状
況
を
評
価
す
る
指
数
を

開
発
・
公
開
し
、
政
府
や
企
業
が
効
果
的
な
取
り
組

み
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
方
針
で
あ
る
。

ま
た
、
戦
略
院
で
は
、
恒
久
的
な
社
会
課
題
を
長

期
的
な
観
点
で
研
究
す
る
と
同
時
に
、
組
織
に
柔
軟

性
を
持
た
せ
て
い
る
。
各
ク
ラ
ス
タ
ー
は
３
年
以
上

の
タ
イ
ム
ス
パ
ン
で
独
立
性
と
自
律
性
を
保
ち
な
が

ら
活
動
し
て
い
る
が
、
突
発
的
に
発
生
す
る
課
題
に

つ
い
て
は
、
タ
ス
ク
フ
ォ
ー
ス（
以
下
、
Ｔ
Ｆ
）を
構

成
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。「
４
大
地
政
学
Ｔ
Ｆ
」

は
、
そ
の
典
型
的
な
事
例
で
ア
メ
リ
カ
・
中
国
・
ロ

シ
ア
・
北
朝
鮮
な
ど
、
周
辺
国
の
動
向
を
注
視
し
効

果
的
に
対
応
す
る
た
め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

戦
略
院
で
は
、
各
ク
ラ
ス
タ
ー
が
テ
ー
マ
別
に
基

本
的
な
研
究
成
果
を
蓄
積
す
る
と
と
も
に
、
あ
る
べ

き
政
策
の
方
向
性
に
つ
い
て
、
国
民
的
な
共
感
を
形

成
す
る
こ
と
に
も
注
力
し
て
い
る
。
２
０
０
０
人
を

超
え
る
ソ
ウ
ル
大
学
の
教
授
陣
の
知
識
を
縦
横
に
融

合
し
、
国
家
の
発
展
に
寄
与
す
る
優
れ
た
政
策
づ
く

り
に
最
善
を
尽
く
す
構
想
を
体
現
し
た
の
が
こ
の
戦

略
院
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
ソ
ウ
ル
大
学
と
い
う
垣
根

に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
ソ
ウ
ル
大
学
の
リ
ソ
ー

ス
に
加
え
て
学
外
の
リ
ソ
ー
ス
も
最
大
限
に
活
用
し

て
い
き
た
い
。
社
会
の
各
界
・
各
層
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
と
り
わ
け
メ
デ
ィ
ア
と
の
協
業
を
進

め
、
行
政
府
や
立
法
府
と
の
意
思
疎
通
に
努
め
て
い

く
。
さ
ら
に
、
日
本
の
研
究
機
関
を
は
じ
め
と
す
る

海
外
の
優
れ
た
シ
ン
ク
タ
ン
ク
と
の
協
力
に
も
期
待

し
て
い
る
。
研
究
活
動
を
通
じ
た
国
際
協
調
の
中
で
、

ア
ジ
ア
の
繁
栄
と
平
和
の
た
め
の
大
き
な
ビ
ジ
ョ
ン

と
戦
略
を
共
に
作
り
上
げ
る
の
で
あ
る
。

「
強
硬
姿
勢
」
対
「
強
硬
姿
勢
」
に
よ
る
衝
突
が
起

き
て
し
ま
う
激
動
の
時
代
に
は
、「
実
用
的
理
想
主

義
者（practicalidealist

）」
の
建
設
的
な
役
割
が

重
要
で
あ
る
。
国
家
や
人
類
の
た
め
、
実
用
的
理
想

主
義
者
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
献
身
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

非
実
用
的
な
妄
想
家
で
は
な
く
、
学
問
的
か
つ
道
徳

的
な
原
則
を
基
盤
に
し
、
現
実
的
で
柔
軟
性
を
併
せ

持
っ
た
人
た
ち
の
貢
献
に
期
待
し
た
い
。
こ
れ
こ
そ

が
人
類
社
会
か
ら
信
頼
を
得
ら
れ
る
、
融
合
的
か
つ

複
合
的
な
未
来
戦
略
の
礎
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
。
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